
第

回

イ
ン
ト
ラ
ス
ト（
７
１
９
１
）

医療・介護費保証、収益柱に

需要増　早朝・夜間介入で収益化

養護老人ホームへ訪問介護

日
勤
帯
は
在
宅
高
齢
者
へ

日
中
の
学
生
交
流

首
都
医
校
　

清
華
大
学
が
研
修

経済評論家
千葉　明

＜
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＞

　
１
９
４
９
年
生
ま
れ
。
明

治
大
学
経
済
学
部
卒
。
「
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
」
「
ネ
ッ
ト
マ

ネ
ー
」
等
の
雑
誌
を
中
心
に

活
躍
中
。
「
野
村
証
券
・
企

業
部
」「
ザ
・
ノ
ン
バ
ン
ク
」

「
一
流
の
経
営
」
な
ど
著
書

多
数
。

　
家
賃
債
務
保
証
が
基
軸
の

イ
ン
ト
ラ
ス
ト（
７
１
９
１
）

が
、
第
２
の
収
益
柱
と
し
て

医
療
費
用
・
介
護
費
用
保
証

の
育
成
に
注
力
し
て
い
る
。

介
護
費
用
保
証
へ
の
進
出

は
、
２
０
１
４
年
８
月
。
そ

の
背
景
を
、
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

で
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
商
材
と
し
て
先
行
し
て

い
た
医
療
費
用
保
証
で
、
病

院
と
の
接
点
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
病
院
が
主
体
と
な

り
、
介
護
事
業
を
扱
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

利
用
者
が
連
帯
保
証
人
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

存
在
を
確
認
し
た
」

　
こ
れ
を
契
機
に
介
護
費
用

保
証
に
足
を
踏
み
入
れ
た

が
、
右
か
ら
左
へ
と
事
が
進

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
日
本

初
の
商
材
に
つ
き
、
認
知
度

ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
既
存
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
や
関
係
者
の
紹
介

な
ど
で
地
道
に
営
業
活
動
を

展
開
し
た
。
現
在
で
は
高
齢

化
や
民
法
改
正
が
追
い
風
と

な
り
ニ
ー
ズ
が
増
加
。

　
で
は
、
介
護
費
用
保
証
は

ど
ん
な
枠
組
み
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
同
社
で
は
、
こ

う
噛
み
砕
い
た
。

　
「
当
社
と
介
護
施
設
の
間

で
『
保
証
契
約
（
利
用
者
か

ら
施
設
利
用
料
が
支
払
わ
れ

な
か
っ
た
際
に
、
当
社
が
立

て
替
え
払
い
を
す
る
旨
）
』

を
締
結
す
る
。
一
方
で
利
用

者
が
施
設
に
入
所
す
る
時
に

当
社
と
の
間
で
『
保
証
委
託

契
約
（
当
社
が
施
設
利
用
料

の
支
払
い
に
関
す
る
連
帯
保

証
人
と
な
る
旨
）
』
を
締
結

す
る
。
介
護
費
用
保
証
を
利

用
す
る
場
合
、
契
約
時
に
初

回
保
証
料
、
２
年
目
以
降
は

更
新
保
証
料
が
発
生
す
る
」

　
ち
な
み
に
、
今
年
６
月
時

点
で
２
４
７
の
介
護
事
業
者

が
導
入
し
て
い
る
。

　
万
が
一
の
リ
ス
ク
に
ど
う

対
応
し
て
い
る
の
か
。
「
当

社
は
保
証
業
界
に
あ
っ
て

（
利
用
者
の
）
審
査
通
過
率

が
低
い
」
と
語
る
。
次
の
様

な
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

＊
審
査
時
に
リ
ス
ク
を
ミ
ニ

マ
ム
化
す
る
た
め
に
、
優
良

と
判
断
し
た
顧
客
に
利
用
頂

く
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。

＊
保
証
事
業
の
運
営
に
あ
た

り
、
潤
沢
な
資
金
の
確
保
が

必
要
不
可
欠
。
一
定
の
内
部

留
保
を
し
つ
つ
有
利
子
負
債

が
な
い
（
無
借
金
）
状
態
で

経
営
し
て
い
る
。

＊
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
商

品
に
関
し
て
は
、
予
め
大
手

損
保
に
再
保
険
を
か
け
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
収
益
動
向
は

年

月
の

上
場
以
降
、
前
３
月
期
ま
で

７
期
連
続
の
増
配
（
今
３
月

期
も
増
配
計
画
）に
象
徴
的
。

至

年
３
月
期
の
３
カ
年
中

計
で
「
売
上
高
１
５
０
億
円

（
期
間
成
長
率
１
・
７
倍
）、

営
業
利
益

億
円
（
１
・
４

倍
）
、
配
当
性
向

％
（


・
２
Ｐ
上
昇
）
」
を
掲
げ
て

い
る
。
介
護
事
業
に
関
し
て

は
「
売
上
高
４
億
円
／

年

３
月
期
比
４
・
５
倍
」
と
最

も
高
い
成
長
率
を
標
榜
。
同

社
で
は
「
家
賃
債
務
保
証
を

成
長
の
ベ
ー
ス
に
、
医
療
・

介
護
分
野
を
新
た
な
収
益
の

柱
に
成
長
さ
せ
る
」
と
し
て

い
る
。

　
時
価
は
７
０
０
円
台
半

ば
、
予
想
税
引
後
配
当
利
回

り
２
・
７
％
。
好
配
当
利
回

り
を
背
も
た
れ
に
、
中
長
期

構
え
の
投
資
が
賢
明
と
言
え

よ
う
か
。
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一
般
社
団
法
人
タ
グ
ボ
ー
ト
（
東
京
都
目
黒

区
）
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
訪
問
介
護
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
中
村
浩
士
代
表
理
事

は
自
身
の
経
歴
か
ら
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

訪
問
介
護
需
要
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
と
い

う
。
中
村
代
表
理
事
に
話
を
聞
い
た
。

中村浩士
代表理事

２
０
２
１
年
に
法
人

を
設
立
し
た

中
村
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
生
活
相
談
員
を
経
て
介

護
業
界
に
入
り
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長

な
ど
を
歴
任
し
、
法
人
内

の
訪
問
介
護
事
業
立
ち
上

げ
に
も
携
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
独
立
に
当
た
っ
て

は
事
業
モ
デ
ル
の
１
つ
に

「
福
祉
・
介
護
事
業
で
健

全
な
経
営
モ
デ
ル
を
確
立

す
る
」
と
掲
げ
た
。
訪
問

介
護
で
収
益
化
で
き
る
モ

デ
ル
を
模
索
し
よ
う
と
い

う
意
図
も
あ
り
法
人
設
立

に
至
っ
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

訪
問
介
護
に
入
る
経
営
モ

デ
ル
を
と
っ
て
い
る

中
村
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は

年
の
介
護
保
険
法
改

正
で
新
型
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
な
り
、
介
護
保
険
法

上
在
宅
扱
い
と
な
っ
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
者

の
要
介
護
度
は
上
が
っ
て

い
る
が
、
生
活
支
援
施
設

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は

職
員
配
置
上
介
護
の
人
手

が
足
り
て
い
な
い
と
の
声

も
聞
く
。
結
果
訪
問
介
護

の
需
要
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
へ
訪
問
介
護
側
か
ら

声
を
か
け
て
複
数
の
入
居

者
に
訪
問
介
護
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
訪
問
し
て

い
る
施
設
数
は
３
施
設

だ
。

ど
の
点
が
収
益
化
へ

つ
な
が
っ
て
い
る
か

中
村
　
所
定
単
位
の

％

が
加
算
さ
れ
る
夜
間
早
朝

加
算
を
、
複
数
名
毎
日
算

定
し
て
い
る
こ
と
だ
。
事

業
の
収
益
化
に
つ
な
が
る

上
、
複
数
の
利
用
者
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
移

動
時
間
が
か
か
ら
な
い
。

ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
職
員
が
手
薄
に
な
る
夜

間
や
早
朝
の
時
間
帯
に
私

た
ち
が
訪
問
介
護
を
行
う

事
で
、
隙
間
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
で
き
る
と
い

う
意
義
も
あ
る
。

人
員
は

中
村
　
常
勤
４
人
に
加

え
、

人
程
度
の
非
常
勤

職
員
が
所
属
し
て
い
る
。

早
朝
や
夜
間
は
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
訪
問
し
、
日
勤

帯
に
は
在
宅
高
齢
者
や
障

害
者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
。
早
朝
・
夜
間
の
非
常

勤
に
は
時
給
を
３
０
０
０

円
支
給
す
る
な
ど
、
民
間

企
業
に
比
べ
て
高
く
給
与

を
設
定
し
た
こ
と
も
採
用

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て

中
村
　
１
事
業
所
だ
け
で

は
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
阻
ん
で
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
訪
問
介

護
事
業
所
の
拡
充
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
開
設

な
ど
を
進
め
て
い
き
た

い
。
加
え
て
、
当
法
人
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
事
業
所
に
登
録
し
、
登

録
評
価
者
は
２
名
で
活
動

し
て
い
る
。
他
に
も
経
営

コ
ン
サ
ル
や
研
修
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
多
方
面
で

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
学
校
法
人
日
本
教
育
財

団
（
東
京
都
新
宿
区
）
の

医
療
・
福
祉
な
ど
の
専
門

学
校
「
首
都
医
校
」
は
８

月

日
か
ら
５
日
間
、
中

国
よ
り
清
華
大
学
の
学
生

を
迎
え
た
国
際
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　
国
立
研
究
開
発
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
の
国
際

交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
、

同
大
学
の
社
会
科
学
大
学

院
の
学
生
７
名
が
訪
日
。

日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護

を
テ
ー
マ
に
交
流
し
た
。

　
同
校
は
介
護
福
祉
科
に

加
え
、
作
業
療
法
士
や
歯

科
衛
生
士
を
養
成
す
る
学

科
も
も
つ
。
特
別
講
義
で

は
介
護
福
祉
科
や
作
業
療

法
学
科
の
学
生
が
清
華
大

学
の
学
生
と
と
も
に
、
他

職
種
連
携
を
学
ん
だ
。
ま

た
、
介
護
現
場
を
再
現
し

た
実
習
室
で
の
講
義
や
、

清
華
大
学
・
北
京
大
学
教

授
に
よ
る
特
別
講
演
も
行

っ
た
。
介
護
福
祉
学
科
は

中
国
人
留
学
生
の
受
け
入

れ
を
強
化
し
て
お
り
、
学

生
の
半
数
を
留
学
生
が
占

め
る
。
留
学
生
が
、
訪
日

し
た
清
華
大
学
の
学
生
と

中
国
語
で
会
話
を
交
わ
す

場
面
や
、
日
中
の
学
生
の

間
を
取
り
持
つ
様
子
が
み

ら
れ
た
。

　
清
華
大
学
の
学
生
の
専

攻
は
建
築
、
医
療
、
農
村

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
「
日
中

の
老
齢
医
療
や
介
護
領
域

で
は
共
通
す
る
点
も
多

い
」
と
、
各
自
の
研
究
に

紐
づ
け
て
学
ん
だ
。

▶
清
華
大
学
学
生
が
、
介
護
福
祉

科
や
作
業
療
法
科
の
学
生
と
学
習
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